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はじめに

脳血管障害後遺症のリハビリテーション(以

下リハビリ）の目的は，歩行･食事･排池などの

日常生活動作を自立させ，寝たきりを防ぎ，職

場・家庭復帰を図り,．さらには生きがいのある

生活を取り戻すことにある．言い換えれば，最

終目標は患者のQualityofLife(QOL)をいか

に回復・向上・維持させるかにあると考えられ

る．

近年，リハビリの重要性はますます高まり，

早期より積極的な機能回復が図られているが，

必ずしもプログラム通りのリハビリが施行でき

るわけではない．

脳血管障害後に出現する神経症候，精神症候

などは，リハビリの阻害因子として知られてい

るが，特に意欲低下やうつ状態は重要で，患者

自身の治ろうとする意欲がリハビリの成否を決

定しているといっても過言ではない．またうつ

状態はリハビリテーションの阻害因子であるの

みならず，ＱＯＬを悪化させる重要因子でもあ

る''2)．したがって，その治療はリハビリのスム

ーズな施行と日常生活動作･ＱＯＬの向上を図る

うえで極めて重要であると考えられる．

塩酸ピフェメラン(セレポート）は脳血管障害
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に伴う意欲低下，情緒障害に効果が認められて

いる薬剤であるが，特にうつ状態に有効性が高

いといわれている3)．薬理作用としては脳内の

アセチルコリン，ノルアドレナリンなどの代謝

障害の改善作用4'5)，脳循環代謝改善作用6)など

が知られている．

一方，神経症候の１つである痩性麻輝もリハ

ビリを困難にさせる要因で，しばしば筋弛緩剤

が使用されている．極性麻揮を伴う例には，塩

酸ビフェメランと筋弛緩剤の併用は，リハビリ

効率をより高めることが期待される．

今回，リハビリへの意欲低下，極性麻揮によ

り機能回復に支障を来している脳血管障害患者

を対象に,塩酸ピフェメランと筋弛緩剤(塩酸エ

ペリゾン)の併用の有用性を評価したので報告

する．

１．方法

１．対象および方法

１)対象

リハビリへの意欲低下，痘性麻庫により機能

回復に支障を来している脳出血，脳梗塞，脳卒

中後遺症(出血，梗塞の区別のできないもの)で，

選択基準としてＺｕｎｇのうっ状態自己評価表で

40点以上を対象とした．また，発症１カ月以内，
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